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90%

100%

80%

100%

80%

95%

★★   
教職員

90%
児童
90%

教職員

95%
児童
95%

★

基本的な生活
習慣の定着

100%

「自分の命は
自分で守る」力
の育成

100%

風通しのよい
職場環境の整
備

100%

長時間勤務の
削減

100%

業
務
改
善

やりがいを持っ
て職務を遂行
できる教育環

境の整備

日々の業務の中で充実感を得られていると
感じる教職員の割合

時間外勤務が月45時間を超える教職員の
割合０

国語科・算数科の市販テストにおいて到達
得点８０点以上の児童の割合

国語科・算数科の市販テストにおいて到達
得点が30％未満の児童の割合０

友達と話し合うなどして自分の考えを深め
広げていると答える児童の割合

タブレット端末を活用するのは勉強に役立
つと答える児童の割合

進んであいさつをしている児童の割合

徳

豊かな心を
育成する。

自尊感情・自
己肯定感の向
上

○思考を促す発問の工夫と思
考を深める場の充実思考力・判断

力・表現力の
育成

規範意識の向
上

○『黙々掃除・掃除の仕方』の
徹底

○望ましいあいさつの仕方につ
いて指導

知

令和６年度　評価計画及び自己評価

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

　　広中央中学校区　校番　5　　　学校名　　呉市立三坂地小学校　　

g　 指標
（効果を見とる目安）

基礎・基本の
定着

a　学校教育目標

（計画・中間・最終）

○不登校児童が増加傾向にある。児童理解に基づく指導・支援が必要である。
○こん棒体操やミュージカルといった伝統により，６年生の自尊感情が高い。引き続き自尊感情の高揚につながる取組が必要である。
〇多様な考えを引き出す問いの工夫と思考を深める場の設定により「考える授業」の充実を目指す。
○「三坂地っ子タイム」等を工夫して意図的・計画的に継続し，基礎学力の定着を図る。
○体力面について個人差が大きく，握力に課題がある。目標を明確にして全校で取り組む行事を企画する等して体力向上を図る。

育成を目指す資質・能力

○ＩＣＴの活用

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

h
目標値

確かな学力を
育成する。

○週１回の定時退校の徹底と
組織体制の充実

呉市・校区・校
内での重点種
目の向上

d 中期（３年間）
経営目標

○実態把握に基づく個に応じた
指導（授業，三坂地っ子タイム
等）

  学びいっぱい・笑顔いっぱい・
  元気いっぱいの
  「三坂地っ子」の育成

e 短期（今年度）
経営目標

下半期

評価計画（中期経営目標を設定してから　1　・　２　・　３　年目）

重点

〈ミッション〉
（学校の使命）　  　「生きる力」を育み，学校や郷土を誇りに思う児童の育成に
　　　　　　　　　　　  貢献する。

〈ビジョン〉
（将来の学校像）  確かな学力と豊かな心を育み，笑顔いっぱい元気いっぱいの
　　　　　　　　　　   児童が集う学校を目指す。

「知識・技能」　「思考力・判断力・表現力」　「主体性」　「自尊心・協調する力」

○『学習規律マニュアル』の徹
底

聞く姿勢ができている児童の割合

ベルスタートができる児童の割合
（朝，大休憩後，５校時始め）

自己評価

上半期

体
健やかな体を
育成する。

「50ｍ走」「上体起こし」「握力」の県平均達
成率

○組織内での役割を自覚し，協
働して取り組む。

○重点３種目克服に向けた取
組の充実

70%

○「呉市防災教育のための手
引き」等を活用した授業の実施

○「早寝・早起き・朝ごはん」の定
着

○児童理解に基づく指導・支援
（肯定的評価の積極的実施）

○自尊感情を高める教育活動
の実施

「早寝・早起きをしている」「朝ごはんを食べ
ている」児童の割合

災害時に避難する場所や避難の仕方につ
いて理解している児童の割合

黙って時間いっぱい掃除をしている児童の
割合

自分にはよいところがあると答える児童の
割合 90%

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２ 令和６年４月１日

貫


